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パラメータ推定法 

• 言語処理研究 

–言語データの性質から確率分布の種類を仮定 

–パラメータの値をデータから決定 

 

• パラメータ推定問題 

–与えられたデータがある種類の確率分布から生
成されたと仮定する。 

–パラメータの値は分からない。 

 

 



尤度 

• 独立に同一の確率分布に従うデータ (i.i.d.) 

–確率変数  のサンプルデータ 

–生成確率(尤度) 

 

 

 

 



最尤推定 

i.i.d.であるデータ            が与えられ

たとき、対数尤度が最も高くなるようにパラメータ
を決定する。 

 

ポアソン分布（パラメータ  ） 

 

 

 

 



最尤推定 

ポアソン分布（パラメータ  ） 

  

 



最大事後確率推定 

パラメータがどんな値をとりやすいか事前に分
かっていると仮定する。 
 

パラメータ  の確率分布     ・・・事前確率分布 
 

データ   が与えられたときの 

パラメータ の確率分布      

 

事後確率      が最大になるように 

パラメータを決定 

・・・事後確率分布 



最大事後確率推定 

• 事後確率の最大化 

 

 

 

を最大化するようなパラメータ   を求める。 

簡単のため、対数をとって計算する。 


